
進路指導のための個性調査に関する研究

はじめに

新潟市立二索中学校教諭穴沢芳郎

非常にすぐれているととが多いが.特には新しい社会の動きに開請

しない掴執性をもっている。進路指導においては特に広い視野ttJt

従来の進路指導は.愚終学年にだけ集中して行たわれ，しかも教 って，生徒がじゅうぶん自らの進路にわだかまる情勢を分析できる

侮はあまりにも自らの経験と銀察に頼りすぎていた。進路指導にお . ような情報を提供しなければならないa

いては，進学する生徒や就職する生徒に対して.ひとしくその将来

の幸福のために，それぞれの能力の伸長をはかるととがたいせつで

あるのに，従来はなにか進学，就職指導のあっせん業務であるかの

どとくうfけとられていた;したがって，とかく進学指導は生徒の将

来の進路という観点からはなれて，たんに上級学校へ入ればよいと

いう進学指導になりやす<，経織には生徒の適性を無視して，父兄

や教師の有名校への進学競争の観を呈する場合が多かった。いわゆ

る有名校ヘー名でも多く入れた教師がすぐれ，高等常校その他への

入学斡多少が中学校教育の皮細的評価とうけとられやすかった。と

のようなふん関気のもとでは .進路指導は当然のととながら学力偏

重におちい町，生徒の学業成績のいかんが教師の生徒理解と観察に

ひずみを与えてしまう。教師や生徒に人気のある生徒や成績のよい

生徒が好まれ，成績の悪い生徒がきらわれやすい傾向がある。教師

.bl~科指導型Lだけしか力をそそがないタイプであると，どうしても
宵 ザ

、 生徒の行動や性格の理解がふじ曲うぶんとな町やすいので，いきお

い強〈関心をよせている学習状態を基にして誤った偏見をもっとと

になる。また.教師の観察をあやまらせる他の原因として，とかく

教師が生徒の外向的な行動や性梅特性を重筏L.内向的な特性を軽

規しやすいものである。とのような態度を改めなければ進路指導の

方向をあやまってしまう。そとで進路指導のあり方・方法を考え.

きらK個人理解のー方法としてのタレベ 1)ン精神作業検査，矢田部

ギル7才ド性格倹査を実施し.結果を絵討し.tの研究を発展させ

て，遍在担任している学級の進路指導に役立てたいと思う。

I進路指導-にはどのようなことが必要か。
. . 

エ進路に関する知総.~--f膏報提供と進路希望調査

(1) 進路の知識・情報

学級担任教師は，生徒の学校生徒における生徒指導の中心であり

それで社どのような知識.情報を提供したらよいだろうか。

ァ 職業，上級学校などについて

a 職業についての理解

。職業観 ロ産業分類，職業分嶺の見方 o勤労の意義

と輸事銭 。おもな職業の内容や特色 。資絡を必要

とする~業等

b 上級学校についての理解

。各種学校の内容，体系や制度，特色 。高等学校の性

格や目標 。通信教育について o育英制度の甑要

等

イ 就職(家事，家業従事をふくれ)や進学についての知識

a 就~ゃ進挙の意義と心構え

b 求人，求識の状況と公共職業安定所の機能

c 事業所の選びかた

d 進学先の特色と選びかた

。 採用試験の受けかたと心精ぇ，入学試験の手続き ，受

けかたと心構え

f 勤労と勉学の孤立について

ウ 将来の生活における適応についての理解

a l¥業生活の充実と向上および道徳

b 臨業生活における人間関係

C 悩みの解訟の態度

d 転職と離聡について

。 失業の意味とその対策

(2) 進路希望調査

情報の提供に基づいて生徒がどのように判断し，進路を決定した

か進路希望調査を実施する。

2 家庭環境の理解

学習指導，生活指導など全般にわたっての助言者であり，責任者で (1) 生徒の生活は精神的にも経済的にも，家族の一員として成

もある。そのためややもすると自分の担任する学級である主いう過 長してきたとと 4また進路選択には家庭環境の影響の大きいととを

剰な意識のからにとじともり，外の広い視野へ限を鴎くというゆと 理解きせる。.

りをなくす結果となってしまう。永年積み重ねた経験による指導は (2 ) 家庭環境理解の方法
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説話や話し合いの中から家挺環境理解の基礎的条件として.r家
計Jr家族Jr家業 JI1)三点を指摘して指導する。

(3) 教師にとっての保護者の意見

進路の決定に際しては.保護者の意見が重要な「かぎlを接るか

ら，その意見をよく傾聴し.相談It:.応じてやらなくてはならない。

了 保護者との相議をとおして問題怠(生徒の性絡.学業，

趣味.適性，家族関係，家業)をとらえる。

イ 保護者と生徒の一致した意見で進路がきめられるように

家族生徒の志見の調和を図るように指導するa

ウ 家庭の環ls(綾子関係.経済面，教育に対する関心)11 

どうか，地域の環績はどうかをよく知る。

3 個 人理解

(1) 将来の進絡について生徒の素質をじゅうぶん発持させ.伸

長きせるためにも生徒をよ〈理解し，生徒もまた自らをしっかり理

解し自覚ずる必要がある。そのためには他人に関するいるいろな資

料が必要となってくるし，資糾を得るための適切な方法が考えられ

なければならない。諸検査，諸鵠査，面銭，訪問.観察.自叙伝，

医学的診断.主幹業成績などがある。

(2) 文部省の職業指導の手ぴきに示されている個人理解のため

の資料のおもなものに.知能検査，職業興味，適性検査.学力検査

，性格挨査，希望調査.身体の記録.体力測定，家庭環境調査.生

徒指導要録，自己分析，観察白，保護者の窓・晃調査，自叙伝.日記な

どがある。

(3 ) 自己分析は生徒自身が判断するために，自己を過大評価し

たり ，過小評価したりするととがある。 ζれを補なうために，

7 緩や家族.友人，先輩.知人.教師などの生徒自身がよ

〈知っている人の評価を参考にして自己理解を深めるよう

にする。

イ 家庭や地践の環境を理解きせ.モの環境における自己を

認識させる。

ウ 額準化された検査を利用する。

自己だけを見つめても自己理解はじゅうぶんとはいえな

い。多くの人々 と比較してはじめて自己の特徴がはっきり

する。標準化された検査の結果は，多くの周年齢の者と比

較するととができる。本研究では内田クレペ リ:lf青神作業

検査，矢田部ギル7;>1"ド性絡験査を実施(.， ，結果を考察す

るζ とによって個人理解のための一助とした。

4 進路棺談(カウンセリング)

(1) 中学校学習指導要領では f個身の生徒に対する進路指導を

極底するためには，適当な機会をとらえて商接相談を行なうととが

望ましいlと明示きれ .新教育課程の中に位置づけられた。ただ生

徒と向かい合って誌を聞き，話をするだけのをの場かぎりの相談でな

く.専門的な相談も必要となってくる。生徒が自分から進んで相談

に来るととはまれである。しかしきっかけさえつかめばスムーズK

相談が軌道にのれる。そこではきっかげをつくり生徒との組密惑を

深めるにはどうすればよいのだろうかa

T 学級担任教鮪が親切であり，生徒の個性を噂重し.生徒

の起密を絶対に守るという実績を作る。

イ 相談室，面接室などを特別に設iIl.，.生徒が自由に落着

いた気持ちで相談できるようにする。

ウ 生徒を明るい表情で迎え .iしみやすい言葉をかけ，生

徒が特に関心がある話題などによって会誌を始めるように

配慮する。

エ 叱ったり，説教する所と混同してはならないし，生徒に

過信や誤解を受けないようにする。

(2) 面接相談のやりかた

T 指示的方法(相談員中心の方法)

情傾の鍵供とか.一般的なリード.提案，解釈，説得な

どが相談の中心とt.r.る。注意するととは.あくまで自分の

問題として自分で解決するという態度をとらせるように指

導(.， .援助する。

イ 非t旨示的方法(来談者中心の方法)

学級担任は生徒の言動その他から.生徒を理解しようと

つとめるようにして.情報の提供，説得.提案などはしな

いe

ウ 折衷的方法

.，.イの二方法のよい点をとり入れて，いろいろな資料

や方法を自由に用いて面接を行なう。

面接相談を行なって生徒の訴え，悩みを聞き，問題解決の

ための援助をしたが，もっと皐<.しかも長期にわたり継続

的に実施しなくてはならないと.当然のととながら痛感させ

られた。

E個性調査のための諸検査について

1 内田クレペりン精神作業検査

(1) 精神作業験査とはなにか。

精神作業とは， ー定の目的のもとに一定の成果を収めようとする

人聞の精神活動のすべてをきしている。とう考えるとわれわれの日

常生活は，すべてとのような精神作業の連続といえる。人間の行動

の特徴は.日常作業のやりかたの方式によって決まるといっτよい。

ζの検査は結局 ，とのような作業(仕事)のしぶりを見るととによ

り，人間の糖神の働きぐあいを測定しようとするものである。作業
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最を i分どとに測定して.モれを曲線に表わすのは，作業の推移の守 (1) 平均型

状況を見るためである。 ζの曲線を作業曲線と呼ぶが，単なる作業

絵査ではなく，その仕事ぶりをとおして人閣の姐性や人格的特徴を (Z) 石寄り型

判断しようとする検査であるといえる。

第11克 直営精神作業曲総 {間験査手引より)

(3) 左寄り型

作

¥ー/
し~

(4 ) 右下り型
業
量

(S) 左下町型

万事につけて平均調和的で適応的なタイプであ

る。
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おとなしく消極的 .安定した人絡であるが.内

向的である点 ，注意を要する。

情緒的に安定し ，社会的適応もよ く，活動的で

対人関係もうまくい〈タイプである。

情緒不安定，社会的不適応，内向性が特徴で.

ノイローゼ気味のある人である。lti導上注意が

必要である。

時間(分)→

休 憩前 休憩後
3 職業適性検査{労働省編)

第11盟は社会のいろいろな階層の健康者 !万人:の平均の正常作業必 との綾査は，多くの職業分野でー人的の仕事をするために必要な

線である。 いくつかの適性を測定するととを目的として考案された。 ζの検査

(Z) 曲線型と性絡との関係 によって得られた資料は.求職者の就業または選択しようとする犠

作業曲線にあらわれる特定の傾向E性格特徴との聞には，かなり 業上の賓質的条件と被験者の性絡.能力とを比較し .その適切な聡

関係があるととは.以前から認められていた。その関係を簡単に記 業選択を助けるためのものである。

すと次のようになる。 なお.適~mの記号について説明を加えると次のようになる。

ア 定 型 (U) G知能 V 言語能刀 羽算獄能力 S 空間判

作業曲線がU字~のもので，回帰性性格の者に著しく多 新カ p 形態知覚 Q 書記的知覚 A 阪と手の

共応度 T 運動速度

イ 上昇型 (E) F 手先の器用き(速く疋!iiltmを動かす)

曲線の後半が上がるもので.(回帰性性絡+てんかん性 M 手先の器地さ(手を楽hと巧みに動かすカ)

性格)の人に著しく多い。

ウ中高型 (M) 阻諸検査の結果とラ診察

分裂性性格の人民設も多い。

エ 下降型 (L) 前述の諸検査を現在担任する学級の生徒全員に実施した。その結

曲線が下降ぎみのもので ，性格型よりはおしろ心身の虚 果については，すでに生徒の進路指導に活用されているが，ととで

弱ま たは疾患.障害と考えられる。 は紙面のつどうもあり，その2-3例について検査の結果とその考

オ 水平型 (H) 察を務理してみる。

分裂性性絡の無感動型のものに多い。 なお .進学希望する生徒には戯業適性段査を実施しなかった。

力 投状型 (W)

曲線がはげしく上下動するもので ， 神経症のものに多 ~' o 1 M. K. (男子) (無気力 .欠損家庭}

非行少年には.己の耳目の出る率が多い。

2 矢田部ギルフ 1 ド性格検査

。小柄 ，がっちりしている。鍵康体。

。無IJ.無気力 .付和雷同する。父死亡。

o知能験食換算値 (S.vJ33 学業成総 長下位。 ii滋希

望

(1) '1レペリン精神作業検盆

ロ後半，初頭努力なし。休憩効果がない。

ロ混合型 (L-E)

乙の検食では締結安定性，社会適応性や衝動 ，活動 .主君事性など

の.1 Zの性絡特性が謁べられる。

プロ 71-)レの全体傾向を診断するζとが一番大事なととであり

特区顕著なタイプを考えてみると次の主うになる。
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第2図 M.K.の鮪神作業曲線

14匂吋 12司伴

休憩前 休憩後

(z) 矢田部ギル7ォド性絡検査

。左寄り担

回帰性+てんか

ん性.持久力欠

けている。鈍重

な印象を受ける。

。絵気-r.愛総がない。人づきあいも少な<.活動的でな

い。

。反省が少ない。鈍重な印象を受けるが ，物事は気にしな

い。

(3) rmt業適性検査

適職群'."N-S-M 車輪取付け，鉛管取付け関連作業

など。

(4 ) 所見

クレペリ y検査から，綬気のなき.作業能率の惑い点が気

にかかるが.単純な作業ならよいと患う。本人は自動車修理

工を希望し .ーたんはその方面の職業に就I決定したが.家

践が速くへ出した〈ないという希望で取りやめた。

2 R.K. (男子) (行動函に問題がある}

口小柄.がっちりしている。鎚版休。

o 活動的だが . ~{Iきがない。すぐ調子にのってきわぐ。

。知能検査換算値 (S.D.)33学業成績下位。進学希望。

(1) クレペ1);;1吉伸作業検査

第3図 R. I~ .の精神作業|曲線 。作業IIIきわめて

少ない。

市vr}_1匂マム叩>>ltr..ムラ
14 がある。

。波状型 (W)

休憩市l 休盤後

(Z) 矢印部ギノレ7才ド性格検査

。右寄り型

回帰位性絡+t
ステリー性性特

。楽天的で ，他とよ く交わる。情緒不安定。

o自己反省が少ない。やや不備が多い。服従型。

(3 ) 職業適性検査

能力的なものか.作業担こムラのあるせいか . 適職~f検出不

能であった。

(4) 所見

諸検査からは.いずれも悲観的材料しか集まらなかったが

-7-

そのまま放置しておかれない。くり返し落ち着き怠欲を出さ

せるように指却し.高校進学を目指してがん張るように蹴ま

し媛助している。

3 S.T. (男子) (ボス格}

。細長 .長身型。顔 すぐれない。貧血症。

口言動活発 ，やや感情的で .攻撃型。

。知能検査換算値 (S.D.)58 学業成績 中位。進学希

望。

(1) クレベ 1)"'/精神作業検査

第4図 S: • rf.の精神作業曲線

35HJ耐4
休憩前 - 休憩後

(2 ) 矢田部ギル7ォド性総検査

o ß~期的な:ti怒り型

口気分変化が大き<，行動にムラがある。

。活動的で ，人の先頭に立ってやるロ

。情緒不安定の傾向がある。

。人づきあいがよい。

。後半 ，初頭努

力がない。

。慣れがみられ

ない。ムラ気

がある。

o物事.はじめ

は熱中する。

G混合型 (H-

W) 

分裂性性格+

ヒステ 11-性

性格

。攻撃的であるが.時に7';1と考え込れととろがある。

0指導上注~を要する。

(3 ) 

(4 ) 

職業適性検査は実施しなかった。

所見

諸~査にあらわれたように ， 指導を一歩あやまると悪い方

のリーダーになる心配がある生徒であるが ，幸い応援団幹部

のポストを与えられ.それが本人の自覚を促がしたせいか ，

積極的に責任ある行動をとるようになった。ひいては学習面

でも効泉をあげつつあり ，今後も指導の手をゆるめず.人格

向上の援助を続けたい。

4 R.M. (女子)

。休f6.均斉がとれている。健康。

。活発 ，勝気，積極的な性格，父死亡



。知能4主査換算値(8.D.)48学案成績上位。進学1駐日it.

11) ヲレペ 1)"/翁神作業倹食

第5図 R.!，k'の精待作業曲線

66 

。休恕効果が大き

L、。

s叩ニ

。体懇後の後半は

疲労ぎみ.

。繁華とlJtれで作

業量は増すが.

体力のせいか疲

労ぎみで.作業

1低下した。休謹前 休鎮後

ど，具体的な実際~験をとおして理解きせる。

6 公共鳴業安定所の駁員との略家相設には，本人.1Il.だけでな

〈担任教師もぜひ参加したほうがよい。

7 問題解決には貌の理解を求めなくてはならない。定期的に面

接日をもうけ，よく話し合い.家庭環境をより一層理解して .

問題解決へと努力しなくてはならない。

8 生徒の聡1への関心.聡象区対する見方，職業区対する心属

えを調べ.進路指導の面から問題の所在をはっきりつかむ。

9 進路相談を充実させな〈てはならない。しかし多人数をかか

えた担任教師は.とてもー人一人とじっくり話し合う余裕がな

いならば，せめて生前ノー ト(生徒が感想 .悩み，人生観など

を自由に蓄〈ノー ト)を活用して，生徒の環境の理解につとめ

o混合型(lI-L) なくてはならない。

図録性・耐久力 10 公共議案安定所との関係については.特区聡業安定法の内容

を欠<. を理解1.， .也力しなければならない。各種了ルパイ トKは労働

(2 )矢田部ギル7才ド性線検査 基準法が適用されるととも認識しておかな〈てはならない。

。活動的.支配的で思った耶ははっきりいい.負けていな 以上の諸点が，進路指導の実践に移きれるならば理態的であるが

い。 少しでもとの理想に近づ〈ように努力を続けたいものである。

o気分にムラがあ円 .不誌がある。

口ー面，心配位.神経質な所があり.自信のない所がある.

(3) D.適性検査は実箆しなかった。

( 4) 所 見

3年の前半まで拡成績もよく，希望校進掌文句なしと患っ

ていたが ，2学期後半より ，やや下降ぎみである。クレペ 11

Y検査の示す遜りである。また性絡薗でも性格検査で示きれ

た心配位.自信のなさがあらわれ，進学希望校が危ぶまれる

状態となってきた。観察だけでは知り得ない事を諸験査では

はっきりとあらわしており.観察だけに額っていた指噂には

頂門のー針であり.今後の指導に大きな示唆を与えて〈れた.

むすび

研修中およひ研修tn鍋場へ備えってからの進路指導上痛感し

たζと依，往来とってきk進路liUJがいかにあいまいであり，その

ため敏郎 .懇.生徒が進路を決定するにあたっても.多〈の問題点

を取り残してきたかという ζとであった。 との反省の上K立って .

今後の進路指導池徒指導のあり方を考えて「むすびlとしたい。

l 進路指導は第 l学年の当初から計闘的 .継続的区長期にわた

り指導きれなければならない。

1 進路指導計画は科指導や道徳教育 .学級活動計画などと関

連して綿密に作成しなく てはならなL、。

3 個人理解のために標準諸倹査を早期にぜひやる必要がある.

• at聡，進学の情報や知識を早期に与えな〈てはならない。

5 聡場見学や実習 ，または上級学校その他の教育施設の見学な
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